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観光とギャンブルで成り立つ「マカオ特別行政区」 

１９９９年１２月２０日、マカオはポルトガルから中華人民共和国へと返還さ

れました。１年間にマカオを訪れる観光客は返還当時の７５０万人に対して、

２００６年は１，９００万人と倍増した。マカオの人口は５３８，０００人（２

００８年現在）で、人口の３５倍もの観光客がマカオを訪れています。 

カジノの売上は、２００６年に６９億５０００アメリカドル。同年のアメリカ

ラスベガスの売上、６５億アメリカドル（推定）を追い越しました。 

世界遺産も多く「観光とギャンブル」で注目を集めている地区である。 

 

マカオのニュー ヤオハン 

日本の小売業の歴史を忘れないためにも、今なおマカオにその名を残す「ヤオ

ハン」を紹介します。１９９２年の出店当初は、フェリーターミナル前にあり

ましたが、現在は南湾地域に移転しました。 

 

ヤオハン（ｙａｏｈａｎ 八百半）は、「日本の静岡県を拠点とし、１９９０年

代まで世界規模のスーパーマーケット及びショッピングセンターのチェーンを

展開するも、１９９７年に経営破綻した小売業である。」 

 

世界進出を積極的に展開したヤオハン 

ヤオハンの世界進出の歴史（海外事業のみ一部抜粋） 

１９７１年  海外進出１号店として、ブラジルに現地法人を設立しサンパウ  

       ロ店開店。 

１９７２年  アメリカ合衆国に輸出入を業務とする現地法人を設立。 

１９７３年  タイガーバームで財を成した客家系のＡｗ Ｂｏｏｎ Ｈｗｅ 

        と南海交易を設立し、翌年 9 月にシンガポール第 1 号店をオー    

        チャードロードに開店。 

１９７９年  コスタリカ第 1 号店を現地法人にて開店。 

１９７９年  アメリカ第 1 号店をフレズノに開店。 

１９８１年  シンガポール第 4 号店を開店。 



１９８５年  マレーシアへ出店。 

１９８６年  ブルネイ・ガドンへ出店。 

１９８８年  台湾へ出店。香港に３号店開店。アメリカ・ニュージャージー 

         に開店。マレーシア第 4 号店を開店。タイに現地法人設立・出 

        店。 

１９９０年  国際流通グループ・ヤオハン総本部を香港に設立。 

１９９１年  タイ第 1 号店開店。中国大陸に出店。 

１９９２年  マカオに出店。 

１９９２年  カナダ、イギリスへ出店。 

１９９３年  アジア一の巨大百貨店である「上海第一八佰半百貨店」、「八佰  

       半上海ＩＭＭ卸売センター」開業。 

１９９５年  上海に「Ｎｅｘｔａｇｅ Ｓｈａｎｇｈａｉ 新世紀商場」を 

       開店。 

        開店初日には１０７万人が来店し、その記録はギネスブックに 

       掲載された。 

１９９６年  国際流通グループ・ヤオハン総本部を上海に移転。 

１９９７年  海外事業から撤退。 

１９９７年  香港の全ての店舗が閉鎖され「ヤオハン国際有限公司」  

       として地元資本が引き継ぐ。  

       マカオの「Ｎｅｗ Ｙａｏｈａｎデパート（新八佰半商場）」も 

       同様に香港の地元資本に受け継がれた。     

  

             参考データ：「ウィキペディア Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ 」 

マカオ ニューヤオハン（南浦） 

 

 ニューヤオハンの外観       入口           青果売場 

 

 インストアＲＴＣ商品  日本のゼリーの大陳   日本の冷凍食品  



 

日本のＬＬ牛乳大陳   日本の即席ラーメン  日本の焼酎、日本酒 

 

日式山賊焼き（鶏照焼き）  日本産くだもの      購入商品 

 

 加工肉の量り売り     ドライ食品売場   ハーブティーのマネキン 

 

日本のヤオハンのＤＮＡが現在も残る店 

１９９２年にフェリーターミナル近くに開店したが、現在は地元資本に引き継

がれて南浦地区に移転した。建物は７階建ての最上階に食品売場がある。 

日本商品を売り物に地元客や観光客の人気を集めている。 

「日本産」と書かれたくだものや、「日式」と書かれた商品が目につく。菓子、

ドライ食品、チルド商品、冷凍食品、酒類の品揃えは日本と殆ど変らない。 

日本の商品のブランド力の高さを知らされる。 

売場づくり、陳列方法、ＰＯＰの取り付けなどかつてヤオハン時代の DNA が残

る。かつての教育が従業員に引き継がれ変更されることなくそのまま残されて

いる。 

マカオに限らず、かつて訪問したシンガポールのオーチャード通りのパラゴン

ショッピングセンター内にある「マーケット・プレイス」（現在はデイリーファ

ーム傘下の店）も日本のＤＮＡを感じた。 

「夏草や つわものどもが 夢の跡」  松尾 芭蕉 

「残って欲しかった」、「残して欲しかった」 

かつて、世界を暴れ回った日本の小売業「ヤオハン」。 



 

「知っていてほしい」「覚えていて欲しい」「忘れないで欲しい」 

世界へ日本商品の商流、物流を開拓しただけでなく、日本のＤＮＡ，食文化を

世界に広めた功績は大きい。 

マカオを訪れたおりには、ぜひ訪れてください。 

 

マカオの地元スーパー 新苗超市場 

 

 

   店舗入口       くだもの売場     皮むきされたパイナップル 

 

青果のＢＹは売場    菓子の納品と検収       冷凍魚 

 

  冷凍肉        料理のソース３．８ドル    縁起菓子 

 

 購入商品      調理ソースのシリーズ  月餅（１７～２５ドル） 

マカオのエネルギーを感じる地元スーパーマーケット。２４時間営業。 

ホリディインホテルの隣のビルにあるドライ型スーパーマーケット。オフイス

街にあるだけに肉や魚の品揃えは少ないが、ドライ食品、菓子、雑貨、電化製

品の品揃えは充実している。典型的なドライ型スーパーマーケット。 


